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学校教育目標 

（あ）明るい心で 助け合う子 

（か）体も心も たくましい子 

（み）自ら学ぶ かしこい子 

～テキパキにこにこ赤見っ子～ 

 

                                  校 長  大澤 紀子 

  

例年よりも早く梅雨が明け、今週は真夏のように暑い日が続いています。水泳学習も始まった当初は寒いと

感じる日もありましたが、６月後半は水が気持ち良く、一生懸命泳ぎの練習をする子供たちの姿が見られます。 

 

さて、７月６日（水）は、本校 41回目の開校記念日です。昭和 57年（1982年）４月に開校して以来 41年。

赤見台第一小は、北鴻巣駅の建設に伴い、赤見台地区の住宅地が開発され、新設の学校として開校しました。

赤見台の地区は、元々は箕田小学校の学区で、新しく赤見台第一小が新設され、箕田小学校から分離し、通学

区が編成されました。開校して間もない頃の写真からは、学校の周りには住宅がなく、住宅が整備されるとと

もに学校も発展していったことが分かります。 

 

７月の全校朝会では、開校記念日に関連し 

たクイズを通して、赤一小の歴史について理 

解を深めたいと考えています。保護者の方は 

答えが分かりますか。子供と一緒に考えてみ 

てください。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

※クイズの答えは全校朝会（７／１）でよくお話を聞いているとわかりますので、お子さんに確かめてみてください。 

 次号の学校だよりでもお知らせします。 

 

 現在の赤一小の子供たちには、クイズと一緒に開校 41年になるという話をする予定です。赤一小には、41

年という積み重ねた伝統があり、赤一小は現在の子供たちはもちろん、卒業生や地域の方々にとっても大切な

学校で、みんなが愛する学校であるということを伝えていきたいと思います。これからもこの学校を大事に、

赤見台第一小に関わる全ての人が我が学校として誇りに思える学校を作っていかねばならないと改めて感じ

ています。いつまでもみんなが大好きな赤一小であるよう、子供たちと一緒に努力していきます。 

学校だより７月号 

４１回目の開校記念日 

 
開校２年目（1984年 3月） 開校 10周年（1991年） 

 

Q１ 赤一小ができる前に赤見台地区に住んで

いた子供は、どこの学校に通っていたで

しょうか？ 

①赤見台第二小  ②箕田小  ③鴻巣北小 

Q３ 今年の赤一小の児童の数は 308人ですが、 

これは昔（30年前）に比べて多いでしょうか？ 

①昔より多い ②昔より少ない ③同じくらい 

Q４ これまでで一番児童の数が多かった時は、何人

だったでしょう？ 

①６５５人  ②５４３人  ③３５４人 

Q５ 赤一小の校歌を作詞した方は、「野崎源三郎さん」

ですが、この方はどんな方でしょう。 

①当時の校長先生   ②当時の鴻巣市長  

③当時の埼玉県知事 

Q２ 赤一小と赤見台中はどちらが先にできたでし

ょうか？ 

①両方同じ  ②赤見台中が先  ③赤一小が先 

http://aka1-e.konosu.edumap.jp/

